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I-465 高カポルト引張接合• 長締め形式に 1!l1する研究（その 2)

東京エンジニアリング（株） 正員 堀江一弘 武蔵工業大学 正員 丙脇威夫

武蔵工業大学 正員増田陳紀 武蔵工業大学正員皆川勝

桜田機械工業（株） 正員 鈴木康弘

l• はじめに 近年、謂構造物が複雑化し、接合部においては形状寸法、荷重条件、胞工性などの

種々の条件がぼせられつつある。こ の よ う な 現 状 に お い て 、 高 カ ポ ル ト を 用 い た 接 合 法 に 湾 攘 接 合 のみを

採用するならば、接合郎の襴部構造muーを行う上で制約が生じる。著者ら I I .'  ,LF 
は、高カポルトを用いた接合法として引張接合を取り上げ、その中でも特•

に長 締 め 形 式 の 挙 動 に つ い て 開 べ ており、前報では、荷重とポルト精力の BasePlate, 

間係について帽告した。木恨では、荷重の籟返し穀とポルト帷力の変動、

および変形性状について報告する．

2. 試験概蓉 試験休は、 SS41鑽材のみによって製作された試験休

とそれに無収縮モルタルを打設した試験休であり、いずれも両端にねじ部

を持つ高カポルト (1'8TH20)で締付け たものである。形状・寸法を回ー 1に

示す。また、衷ー 1しこ各試験休の主要寸法とポルト初張力 (Bo)を、表ー 2
無収補
モルタル

に使用したポルトの機械的性質を示す 。 荷 重 の 艘 荷 は 、 図 ー 2に示すよう
打穀f立匿

に、上限荷重を (I)1回の繰返しごとに増加する (2)散回の繰返しごとに
改） S') 

増加する (3)一定とするの 3バダーンの静的繰返し戟荷とした。また、 ifllunll:mm I-阻叫 w辺

定は、ポルト輯郎の歪、試験休各部の歪と変形量、および接合面の圧力分図ー！ 試験休の形状・寸法

布について行った。

3. 試験桔果およ

び考察

（注） Fタイプは
モルタルtT殷前携で
試験を行った

得られたポルト初 ， 

張力の減少率と荷I I I 
重の間係の一例であり、 Cタイプのものである．ここ

0-296酎カで、ポルト初張力の減少率とは、ポルト籟力の減少量~竺
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(a}戟荷パターン 1
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(b)載莉バターン 2

図ー 2 戟筒バターン
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て匝頂のJt:mこflいホルト m脹jJOJ該少が認められ、その浪少率は 1妥触面）JU工前の Jjが加_[後より大きく、

府重がポルト lJJ張力faの I05X程度であれは、減少率は、接触面加工前で 4~6%程度であり、加工後では 1

~2%程度に過ぎない。しかし、これ以上の荷重に対しては減少率は急激に大きくなる傾向がある。図ー 4,

5に戟荷バターン 2, 3の試験より得られた試験体 D・1'におけるポ

ルト初張力の減少率を示す。図からわかるように、一定荷重の繰返

しによってもポルト lJH長力は漑少する。この漑少の大部分は、初期

;J( ゜) I, 

I . -1.0 

Ill 
m-20 

の繰返しで起きており、特に初回の繰返し後に生じるポルト lJJ張JJ))

の減少は比較的大きい。ポルト 111張力和に対する荷重が 105%程度ま ． 
tJ)-10 
1Jol 

でであれば 15回程度の繰返しでポルト初張力の減少は一定となるよ '.11-4.0

* うであるが、ポルト初張力faに対する荷董が 120%の場合、本試験範(%)-5.0 

囲内では一定していない。また、一定荷重の繰返しによって生じる

j(Cヤイプ）
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ポルト輯力の変動幅は、ポルト初張力和に対する荷重が 105%までは 回-3 ;)'.Jl I、IJH!(カの政少串

一定しているものの、 120%

においては増加する傾向が

みられている。以上のこと

よりポルト初張力の減少しま

、ポルト lJJ張力和に対する

荷重が 105%程度までは、接

触面間のなじみや部材とポ

初張力和の 120:t:の場合は、

ポルトの塑性変形によるも

た．

（試,i;H: D -l') 
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図ー 4 ポル日JBし力の政少串
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回ー 5 ホルト m恨力の減少率

く参考文献〉 I)堀TI• 西脇他：第 39回年請集 I部門， pp.309-310,1984.
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